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〔泌尿紀要25巻11号 1979年11月〕

上部尿路感染症に対する硫酸ジベカシン

       （DKB）の使用経験

一点滴静注法の臨床的検討一

国立松本病院泌尿器科

竹  崎     徹

白  勢  克  彦

  EVALUATION OF DIBEKACIN SULFATE IN THE

TREATMENT OF UPPER URINARY TRACT INFECTIONS

 －A CLINICAL STLIDY OF INTRAVENOUS ADM． IN．ISTRATION－

        Tohru TAKEzAKi and Katsuhiko SHiRosE

    From the－DePartment（ゾ UrolOgP Service， Matsumoto National 1ゐ逓降al

  Of 15 cases with upper urinary tract infections admitted to our hospital， dibekacin sulfate （DKB） was

administered in the dosage of 50 mg twice daily for a period frora 5 to 12 days intravenously． The

results obtained were as follows ：

  1） Clinical results were excellent in 4 cases， good in 6 cases， poor in 3 cases and ineffective in

2 cases， and the efficacy was 66．70／， ．

  2） No remarlcable side effects were observed except a case whose serum creatinine rose slightly

for a time．

は じ め に

 従来よリアミノ配糖体系抗生物質である硫酸ジベカ

シン（Panimycin，以下DKBと略す）は筋肉内注射

により，その有用性が広く認められているが，点滴静

注法による有効性，安金性については充分に検討され

ていない．今回われわれは本剤の点滴静注投与につい

て臨床的検討を加えたので報告する．

対象および投与方法

 1）対象

 1978年6月～1979年5月の1年間に国立松本病院

泌尿器科に入院した愚者のうち，上部尿路感染症を有

する15例を対象とした．その内訳は男子ll例，女子4

例で，年齢は29～75歳であった．上部尿路感染症は全

例発熱を伴う急性発症例で，単純性腎孟腎炎は3例，

慢性複雑性腎孟腎炎の急性増悪例は3例，何らかの基

礎的疾患を有していて急性発症した腎孟腎炎は9例で

あった．後2者12例の基礎的疾患は，膀胱腫瘍4例，

膀胱頸部硬化症2例，腎結石1例，重複腎1例，前立腺

癌1例，陰茎癌1例，直腸癌（両側尿管皮膚嬢状態）

1例，子宮癌（両側尿管皮膚痩状態）1例である．

 2）投与方法

 原則としてDKB 50 mgを5％ブドウ糖液あるい

は生理的食塩液200mlに溶解し，1日朝夕2回点滴

静注した．投与期間は5～12日であった．なお点滴注

入時間は1回について約60分をかけた．

 3）効果判定の基準

 対象とした上部尿路感染症について自覚症状，尿申

白血球，尿中細菌の消長を判定の指標とした．

 著効：自覚症の消失，尿申臼血球の消失または著し

い減少，細菌の消失したもの．

 有効：自覚症の消失，尿中白血球の消失または著し

い減少のうち，伺れか1つが認められ，かつ細菌の消

失したもの．

 やや有効：3者のうち何れか1者の消失したもの．

 無効：3者とも消失しないもの．

 判定は投与終了時に行なった．
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  症

  例

1． M． N．

♀，29歳

2． S．K．

♂，29歳

3． S．S．

♂，40歳

4． T．M．

♀，41歳

5． K．K．

♂，37歳

6． K．N．

♂，57歳

7． W． N．

♀，58歳

8． S．H．

♂，75歳

9． F．Y．

♂，67歳

10． N． T．

♂，53歳

11． 0． N．

♂，75歳

12． M． Y．

♂・27歳、

13． 0．T．

♂，69歳

14． H．T．

♂，54歳

15． H． K．

♀，57歳

          泌尿紀要25巻 11号 1979年

         Table L DK：B点滴静注の治療成績

  診 基タ投与量 分離菌 翫畏鶏臨副
        礎 ↓1期         床 作

断 鞘翻前 後前後前艦用
                E． coli
急性腎孟腎炎  （一） （一）100 8        （一） 十一一一．十一著効  （一）
                lo6／me

急撃孟腎炎（一’ j〔一）1。。7E・col’ @Sen欝＋＋＋＋鰍。「ea‘’n’ne

                107／磁    106／nf          軽度上昇

                E． coli
急性開山腎炎  （一） （一｝100 7        （」） 十一十一著効  （一）
                10〔ソ紹

慢性腎孟腎炎           Kl． pneum．
       右腎結石（一｝1008        （一） 十土十一有効  （一）
（急性増悪）       106／nf

                Enterobacter
急性腎孟腎炎 陰茎癌 ｛一）1006cloacae    （一） 十十十一有効  （一）
                1e6／ine

慢性旦那腎炎          E．coli   E coli
       直腸癌  （＋）100 7            十升十十無効  （一）
（急性増悪）           106／nf    106／nf

輪編炎備一・盤㎞諜＋＋＋一鵠←・

急性腎撒前野』 i・11・・7 ｳ野愉・一・■＋＋一 8S・一・

       膀胱頚部     E．coli
急性腎孟腎炎     （＋）10012       （一） 十土十一有効・（一）
       硬化症      工06／ndi

廃曲腎炎
蝠｢，←・1・・6鱒㎞・一・嘉＋＋一誌←・

急幽岬町膀胱腫瘍（一）1。。S E・ col’ （一）＋±＋一門（．）

      （TUR術後）     106／ndi

       膀胱腫瘍     E．coli
急性腎孟腎炎（膀胱部分（一｝100 7        （一） 十±十一有効  （一）
       切除術後）     106／㎡

       膀胱腫瘍     Serratia
急性腎孟腎炎     〔一）10081iquefaciens  （一） 卦一十一著効  （一）
      （TUR術憐）     106／濾

       膀胱頚部     E．coli
急性腎孟腎炎     （一）1008        （一） 十一十一著効  （一）
       硬化症      106／㎡

                 E， coli

急性龍腎炎薩複腎｛一）1008 P。・／。、， （一）＋±＋一有効（二）
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結 果

 15例の治療成績はTable 1に示す通りで，その総

合効果では，著効4例，有効6例，やや有効3例，無

効2例で，著効，有効を合せた有効率は66．7％であっ

た．何らかの基礎的疾患を有する群（12例）と有しな

い群（3例）の間で有効率を比較したところ，その間

には全く差はみられなかった（Table 2＞・

Table 2．臨床効果

響翻葡転脱響

応  作  用

 自覚的に発疹，皮膚幾多感，口内異常感，悪心，嘔

吐などの症状を訴えたものは1例もなく，また点滴投

与期間中およびその後に耳鳴，難聴などの聴力障害を

訴えた例もなかった．

 血液化学的にDKB投与前後の一一般血液像，肝機

能，腎機能を比較検討した結果では（Table 4），1例

のみ（症例No，2）に血清creatinine値の軽度上昇を

投与直後に認めたが，7日後には正常値（o．9mg／dl）

に復した．

馨幣懸32
熱海を122

O O 1 66．7916

6 3 1 66．7％

計 15 4 6 3 2 66．7％

 カテーテル留置の有無と治療効果についてみると，

カテーテル非留置のll例では，著効4例，有効5例，

やや有効1例，無効1例で，有効率81．7％を示したの

に対し，尿管皮膚痩状態（症例No．6，7）および膀

胱バルン・カテーテル留置（症例No．8，9））の4例

では，著効0例，有効1例，やや有効2例，無効1例

で，有効率はわずかに22・5％を示したにすぎなかっ

た．

 つぎに細菌学的な効果を検討したところ（Table 3），

15血中，消失12株（80・0％），不変i株（6・7％），菌交

代2株（13・3％）であった．菌種別には，E・coliが9

株で消失7株，不変1株，菌交代1株（Serratia mars－

cesensに交代），Enter・bacter cioacaeの4株では消失3株，

菌交代1株（E・Coliに交代）， Klebsiella Pneumoniaeお

よびSerratia liauefaciensの各1株は何れも消失した．

Table 3・細菌学的効果

株数 消失 減少 不変 菌交代

E．coli

Enterobacter
clo ac ue

Kle bsie lla

Pneumonzue

Serratia
liquefac ie ns

9

4

1

1

7

3

1

1

1 1

1

計
   12
15
  （80．0％）

 1   2
（ 6．7％）（13．390）

考 察

 DKBはグラム陰性桿菌およびグラム陽性球菌にす

ぐれた抗菌力を示すアミノ配糖体系抗生物質である・

本剤はこれまで主として筋肉内注射により用いられ，

その有用性は各科領域において高く評価されている1～

5）．本剤を点滴静注投与すると筋注投与に比較して高

い血申濃度および長時間の作用維持が期待され，それ

だけ急性あるいは重症の感染症に対して治療上の効果

があると考えられる．これらの観点から最近になって

本剤の点滴静注投与に関する臨床的報告が散見6・7）き

れるが，われわれも点滴静注法による本剤の有効性と

安全性について上部尿路感染症を対象に検討を加えて

みた．

 用法，用量については，1回50mgを1口2回点

滴静注投与し，その期間は5～12日で平均7．6日であっ

た．

 有効性については，まず総合臨床効果では15例中，

著効4例，有効6例，やや有効3例，無効2例で66・7

％の有効率が得られた．また基礎的疾患を有する群

（12例）と有しない群（3例）の間の比較では，有し

ない群の点数が少ないため単純に比較することはでき

ないが，有効率に差は認められなかった．一方カテP・一

テル留置群と非留置群の間における有効率の比較では，

留置群22・5％，非留置群81・7％と明らかな差が認めら

れ，当然のことながらカテーテル留置を行なっている

尿路感染症の難治性を示していた．

 細菌学的効果では15株申12株（80．0％）に消失をみ

良好な結果を得ることができた．「菌種別にはE．coli

9測算消失7株（77．8％），Enterobacter cloacae 4株中

消失3株（75．O％）であったが， Klebsiella Pneumoniae，

Serratia liguefaciensについては各1株のみの治験例で

効果に言及することはできなかった．

 従来のDKBの筋注投与による臨床効果について，

慢性複雑性尿路感染症ではその有効率は38．5～66．7％



Table．4 臨床検査成績

症 例 Hb （9／de） RBC（104／皿皿3） WBC（ ／mm3） BUN （mgイ（if）
creatinine

（mg fde） s－GOT s LGP［li Ae 一P LDH
Na 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

正4

15

14．6

15．7

15，8

12．5

13．5

10．6

8，8

12．8

13．9

13．8

15．1

11．4

17．4

14．5

12．5

12．6

16．0

16．9

10．6

14．5

10．5

7．7

12ユ

14．3

14．0

14．5

12．5

15．7

，14．4

13．0

435

480

503

391

451

412

300

369

433

396

442

370

512

440

414

403

486

515

377

473

423

300

366

418

411

423

400

480

410

434

8，300

g，eoo

8，200

10，300

7， 700

10，100

8，100

6，500

7，800

13，400

5，200

10，700

9，400

10，100

5，900

4，300

29，200

7，200

5，200

12，6QO

s，3bo

7，400

14，2eO

6，500

8，900

4，700’

7，600

9，200

5，300

6，200

13

19

15

18

10

13

17

28

20

17

15

21

19

14

13

14

22

16

10

15

13

13

25

16

16

14

14

17

15

15

O．6

0．9

0．9

0．9

0．6

0．8

0．8

1．7

L3

0．8

0．7

1．O

L2

1．O

O．7’

O．7

1．8

0．8

0．5

0．8

0．7

0．7

！8

0．8

0．6

0．7

1．1

1．0

1．1

0．8

12

20

14

36

28

14

17

21

31

19

22

14

15

25

25

10

18

17

27

31

15

23

28

23

21

22

14

エ7

27

26

 8

21．

 9

35

21

11

 9

12

23

24

16

11

15

34

10

 9

17

16

51

18

 9

12

28

，13

22

13

23

23

30

117

4．4

4．9

4．1

5．6

4．1

6．9

Z3

4．5

8．2

8ユ

8．2

5．3

9・7

6．6

5．1

3．9

7．8

7．2

8．6

5．0

6．2

6．5

7．0

9．3

7．8

8．8

8．3

8．7

7．s

6．2

290

360

320

380

260

280

200

220

320

310

300

430

340

240

580

230

440

300

310

560

260．

440

220

330

300

290

320

330

260

440

Hro
oco

議

謡

：

一〇

1］i；
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8・9）と報告されている．これらの筋注投与による成績

と，今回のわれわれの点滴静注による成績を簡単に比

較することは，対象疾愚，効果判定基準が異なるため

に危険を伴うが，比較的良好な成績が得られたと考え

られる．

 つぎに本剤の点滴静注投与による安全性については，

1例のみに投与直後の血清crcatinine値の軽度上昇が

みられ，本剤の影響と推定されたが後に正常値に復し

た．その他の例では，血液像，肝機能，腎機能ともに

投与後の臨床検査値に有意の異常は認められず，また

聴力障害を疑わせる症例も1例もみられなかった．他

方，動物実験による本剤の点滴静注の血管壁に対する

影響について特異な病理学的変化は認められない10）点

からも本剤の点滴静注による投与は安全性の面でも特

に問題はないと考えられるL

結 語

上部尿路感染症の15例にDKBを点滴静注法によ

り投与し，以下の成績を得た．

 1）投与方法：DKB 50 mgを200 mlの5％ブド

ウ糖液あるいは生理的食塩液に溶解し，1時間かけて

1日朝夕2回点滴静注した．平均投与日数は7．6日で

あった．

 2）臨康成績は，著効4例，有効6例，やや有効3
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例，無効2例で有効率は66．7％であった．

 3）副作用として1例のみに血清creatinine値の軽

度上昇が一過性にみられたが危惧するものではなかっ

た．

 4）以上，本剤の点滴静注投与による有効性，安全

性は確認きれた．
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